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る新規の知見を与える可能性を秘めている。第３章では第一遷移金属群(Mn, Fe, Co, Ni, Cu, Zn)に配位した、
[MII(Py3S3)2]
2+型錯体を合成し、その構造と性質について論じている。この配位子 Py3S3が一般に弱い配位子場
を有し、Mn(II), Fe(II), Co(II)は高スピンとなっていることを見出した。第４章では[CuII(Py3S3)2]
2+の様々
な結晶を作成し、Cu(II)錯体の持つ典型的なJ-T効果について詳細に検討した。検討した結晶は見かけ上アキ
シャル方向への伸長、収縮構造を持つもの、温度によって収縮構造から伸長構造へ変化するもの、さらに室温
では結晶学的D3d構造を持つものであった。最後の結晶は185 Kで相転移し、錯体は伸長構造に変化する。この
相転移構造は温度変化の速度に依存する特徴があり、さらに6 Kでも一部動的J-T効果を有しているという特
徴がある。この解析は今後の研究に託されているが、J-T転移の本質に迫る研究となっている。 
 以上のように、本論文は大環状ピリジン錯体の新規合成と、特異的性質や機能性を明らかにしている。よっ
て、博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
 
